
お茶の水地理　第34号　1993年

江戸における名所の立地について
　　　　　一隅田川を事例に

田　島　美　香

1．はじめに

　最近，「ウォーターフロント開発」という言葉

を多く耳にするようになった。大抵は，臨海の埋

立地の大規模開発で使われることが多いが，リ

バーフロントの再開発の意味で使われることもあ

る。この場合，高度経済成長期に無視してきた景

観を重視した再開発が多い。

　臨海の埋立地が，全く新しく作られた物である

のに対し，リバーフロントは，それぞれの歴史を

持っている。したがって，その再開発に当たって

は，その土地の歴史や性格をも考慮に入れる必要

がある様に思う。

　他方，近年悪化する都市の環境問題の解決のた

め，江戸の町のシステムを見直す傾向が出てきて

いる。「江戸学」なる物が流行り，ゴミのリサイク

ルや，エネルギー問題，自然環境問題などの，参

考とされている。

　以上のような傾向の中，東京の隅田川では川の

水が全く見えないような高い堤防から，水のすぐ

傍まで行く事の出来る堤防へと変えられつつある。

隅田川は昔，江戸の人々に親しまれた名所であっ

たという。排水路としての隔離された川から，身

近で親しみやすい川への再開発，これは，もちろ

ん，現代の人々の生活が豊かになり，身の回りの

環境に，注意が向けられるようになった結果であ

るが，江戸の人々の身近な自然との触れ合いが，

参考になっているように思えるのである。

　そこで本研究の目的は，江戸時代，江戸の名所

がどこに設けられ，江戸の人々にどのように受け

入れられていったかを，当時の名所案内記を使っ

て明らかにし，その中で隅田川という川が，どの

ように捉えられていたかを，考察する事である。

　名所を分析するに当たって使用する江戸の名所

案内記は，r江戸名所記』と，『江戸名所図絵』で

ある。

　r江戸名所記』は1662年（寛文8年），浅井了意

によって書かれた。本格的な江戸の名所案内記と

しては最古のものである。80か所の名所につい

て，場所・歴史と由来・周りの様子などが記述さ

れ，各名所には，一枚ずつ挿し絵が描かれている。

江戸時代初期において，名所は和歌に詠まれ心に

思うものであり，人々が実際に訪れる場所ではな

かった。その後，江戸時代中期までに，名所は実

際に訪れる所として定着していったが，『江戸名

所記』は，その過渡期に出されたものである。市

街地の範囲が隅田川を越える以前の江戸時代前期

の江戸（以後江戸前期と呼ぶ）の名所を知るには

格好の資料であるといえよう。

　またr江戸名所図絵』は1832年（天保3年）～

1836年（天保7年）にかけて出版された。これ

は，江戸の市街地が完全に熟した寛政期（1789－

1801）の名所の様子を示したもので，内容・規模

共に，江戸の名所案内記の中では最大のものであ

る。約1，200の名所に，500余の挿絵が描かれてい

る。江戸時代後期の江戸（以後江戸後期と呼ぶ）

の名所を分析するのには最適であると思われる。

　これらの名所案内記の内容を分類するに当たっ

ては，第1図に示したような独自の指標を使用し

た。名所に人々が集まる理由としては，その場所

の景色が美しい（景観美）・その場所に有名なも

のが存在する，の二点が挙げられる。この二つを

細分化し，数多い名所の分析を行なう事：にした。

景観美は，山の辺・川の辺・花や紅葉などの自然

美に，有名なものは，縁日や祭礼などの聖的なも

の・市や駅舎などの俗的なものに分けた。

2．　r江戸名所記』における名所の立地

　r江戸名所記』は，1662年（寛文2年），明暦の

大火の後，江戸市街が周辺へ向けて拡張しつつあ

る時期に生れた。明暦の大火は江戸市街地のほぼ

全域を焼き尽くし，多くの犠牲者を出した。大き

な被害をもたらした最大の原因は，江戸市街地か

ら隅田川を越える橋が存在しない事にあった。当

時の江戸市街地は，過密状態にあったが，隅田川

が障害となり，それ以上広がるスペースがなかっ
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　付加価値
（川の辺が見える）

（富士・筑波山が見える）

（霊験あらたか）

第1図　名所の分類

た。それにもかかわらず，多くの人が地方から出

てくるため，過密状態はさらに悪化，火事の延焼

を止めることが出来ないほどになっていた。ま

た，火事を避けて隅田川のほとりまで逃げたとし

ても，その先が行き止りでなす術もなかった。

　これらの反省から，1659年（万治2年）両国橋

が架けられ，江戸の市街は，隅田川を越えて，発

展していく事になった。この時期になると，江戸

幕府の基盤もほぼ整備され，世の中は安泰となっ

た。そして，江戸は，日本の中心としての機能を

果たすようになっていった。

　しかし，千年以上の歴史のある京都に比べ，建

設問もない江戸は知名度が低く，名実共に，江戸

幕府の中心としての位置が確立するためには，日

本中に知られる何かが必要であった。そこで江戸

と地方の媒介となったのが名所であった。しかし

当時，江戸で名所といえる場所は，数か所しかな

く，新しく名所を紹介するために，名所案内記が

必要とされたのである。

　その頃の名所は，上方の文化としての歌枕に登

場するものであり，心に思うもので，実際に訪れ

る場所ではなかった。従って，r江戸名所記』も京

都に住む作者によって書かれ，各項目の後には自

作の和歌が添えられた。

　しかしr江戸名所記』は，ただの歌枕としての

名所案内のみに終らなかった。序文に，「江戸に

住む人間が，名所を見に来た余所の人に聞かれ

て，分からないでは恥ずかしいので，廻ってみ

た。」とあるように，実際に見て廻る意味をも含

んでいた。余所の人に，江戸に来て見たいと思わ

せるような，江戸の繁盛ぶりを見せなくてはなら

ない。それには実際江戸の人々が集まるような名

所が多くあることが必要であった。歌枕の形をと

りながらも，名所を実際に訪れるべきものとする，

それがr江戸名所記』の役割であったといえよう。

　r江戸名所記』に挙げられた名所の数は，全部

で80か所に上る。第2図は，r江戸名所記』の名所

の位置を巻別に示したものである。第一巻が武蔵

国・江戸城で始まり，上野から右回りに，各巻を

つないでいるようであるが，所々名所が飛び卜す

るため，余り出来は良いとはいえず，名所案内記

としてはまだまだ未熟であったといえよう。第2

図を見ると，名所は，江戸の周辺部に，やや当時

の市街地域より広い範囲に位置している。1一台

地上にある上野・谷中地区，皿一浅草寺の周りあ

るいは，隅田川西岸の浅草地区，画一隅田川以東

の隅田川東岸区，V一現東京湾の沿岸に当たる湾

岸地区に，名所が集中している。W一江戸城付

近，M一春日・小石川地区は少ない。第3図は地

域別の名所数の内訳である。

　これら名所の殆どは，神社仏閣であった。全80

か所中神社仏閣は，65か所を数え，寺社内にある

神社仏閣以外の名所を含めると（例えば，境内の

桜の木など）70か所に上る。神社仏閣は神聖な場

所である山・水と，人々の生活する俗世間の境に

立地する。名所が水の辺・山の辺に集中するのは

そのためである。神社仏閣は，自然の景色の良い

所に存在し，またそれぞれ独自の歴史由来を持つ

ため名所案内記に書き易く，新しい名所として取

り上げるのには最適であった。また新しく名所を

作り上げるには，以前からある程度人々が集まっ

ていた場所をそのまま名所として取り上げるのが

一番よい方法である。名所という意味とは関係な

く，人々はご利益を求めて神社仏閣に訪れていた
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一61一



はずである。その頃は，地元の人だけが訪れる場

所であったかも知れない。その幾つかを名所とい

う特別なものにすれば，それを機に，方々から人

が集まるようになる。そういった意味でも，寺社

は名所として取り上げるに最適のものであった。

　r江戸名所記』に書かれた神社仏閣は，江戸幕

府が成立以前に設立されたものが多く，中には推

古天皇の時代に作られたものもある。また上野や

浅草に移転したものを除くと，江戸時代の問一度

も移転しなかった寺社が多い。また上野や浅草へ

移転した寺社は，以前江戸城郭内および神田周辺

など江戸城の周りに構立していたものがほとんど

で，江戸拡張により移転されたものである。その

他多くの名所は江戸の拡張以前から存在し，江戸

の拡張によって名所として取り込まれたことが分

かる。これは，江戸の人々の行動範囲が広がって

いく過程であると言って良い。

　次にもう少し内容について詳しく見てみると，

全名所中38か所において，歴史的由来以外の説明

がなされている。景色の良さを強調しているのが

そのうち32件。その中でも，桜や梅の並木・紅葉

の名所など自然の風景を記しているものが19件と

最も多い。山から眺める風景の良さを記している

第3図　r江戸名所記』の中の名所数の地域別内訳
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上野・谷中地区（13）

浅草地区（18）
隅田川以東（12）

江戸城付近（5）

江戸城以南（17）

春日・小石川地区（7）

その他（7）

のが東叡山・真土山の2か所であるのに対し，水

辺の風景の広がりを強調しているものは11か所と

多くなっている。ただし隅田川の川辺の様子を強

調した記述は多くない。池や淵，海辺の様子を示

したものは多く見られる。

　一方賑いを強調しているものは11件に過ぎず，

そのうち神社仏閣関係のものが10件を占める。し

かし賑いを見せる神社仏閣のうち，祭礼・縁日な

どの記述がなされているものは4件に過ぎず，後

の6件は「真に奇特な御本尊であるので，人々は

皆崇め奉り，金持ちも貧乏人も足を運ぶ。」（関口

村，目白不動）というように，霊験あらたかなた

めに人が集まるといったものであった。賑いを見

せたのは，そこが名所であるからというよりは，

そこに行けば御利益が大きいといった理由からで

あろう。人の集まるところに商売が成り立つとい

うことで，寺社の境内に市が立ったり縁日が頻繁

に行なわれるようになるのは，まだ先のことで
あった。

　r江戸名所記』では，本来賑やかであるはずの

江戸の市街地の中心部の名所は日本橋を除き存在

しない。これはもちろん，代表的な名所である神

社仏閣が，当時この範囲には存在していなかった

ためでもあるが，この書の発行の目的が新しい名

所の紹介にあったとすれば当然の事であったとい

えよう。以前から賑いを見せ，生活感溢れた都市

中心部のものは，名所とは見なさず，都市の拡張

に連れて，賑いを見せるようになりそうな周辺部

を取り上げたのである。従って，r江戸名所記』の

名所の範囲は，江戸城を中心にしてドーナツ状に

なったといえる。

　しかしながら，『江戸名所記』によって，江戸の

下層市民にまで行楽が浸透したとは言い難く，挿

絵に描かれた人物に武士が多いように，武家の文

化から町人の文化への過渡期であったと言えよう。

3．　r江戸名所図絵』における名所の立地

　r江戸名所図絵』について述べる前に，r江戸名

所記』以後の名所の様子について述べたい。

　江戸における名所が訪れるものとして，人々に

定着したのは，享保年間（1716－36）に入ってか

らの事であった。この時期に現代のレジャーマッ

プに当たる江戸の地誌・名所案内絵図・江戸名所
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双六などが数多く出版されるようになった。これ

と同時に，六阿弥陀詣で・七福神巡りなどの風習

もでき上がった。人々は，その信仰と関係なく寺

社を訪れるようになった。行楽の風習が広まるに

つれて幕府も名所の整備に乗り出すようになった。

特に八代将軍吉宗の在位中には，王子の飛鳥山・

隅田川の墨堤・品川の御殿山などに桜が植えられ

た。また隅田川の花火が初めて行なわれたのは，

1732年（享保17年）の事であった。こういつた寺

社への参詣や物見遊山，納涼・花見・祭礼・縁日

・開帳の見学など，行動自体が自己解放となるよ

うな，目的の欠如した即自的な行動の事を，西山

（1972）はr行動文化』と呼んだ。これらr行動

文化』は，17世紀後半，名所が訪れるものになっ

たときに始まった。そして18世紀前半享保時代を

経て，19世紀前半の化政期に下層町人にまで浸透

した。

　r江戸名所図絵』は，行楽地に人々が温iれるよ

うになった化政期に続く天保年間に出版された。

作者は斉藤幸雄・幸孝・幸成（月雰）の親子三代

である。まずはじめにr江戸名所図絵』の編集に

着手したのは幸雄で，寛政に入っての事であった。

しかし彼の企画した『東都名所図絵』（『江戸名所

図絵』の原題）は，1799年（寛政11年）彼の死に

よって，果たされなかった。幸雄の死後幸孝がこ

れを引き継ぎ，範囲を郊外まで広げたが，1818年

（文化15年）志し半ばに死去，その息子幸成に託

される事となった。幸孝が没したとき，幸成はま

だ15歳に過ぎず，r江戸名所図絵』の完成には，後

18年待たねばならなかった。3代かかって，天保

7年に刊行されたのである。

　r江戸名所図絵』に書かれている名所は，多く

が幸雄の時代に実地調査されたものであるため，

主に寛政年間（1789－1801）の世界を映し出した

ものであった。寛政年間は，江戸市街の拡張はと

まり，人口もほぼ横這い状態となって，都市とし

て完全に熟した状態にあった。文化的には，上方

中心の元禄時代から一世紀程を経ており，すぐ後

に来る，江戸町人中心の化政文化（文化・文政一

1804－1830）の皆野期であった。出版・教育が普

及し寺社参詣が流行した。その結果，中央の文化

は各地に伝えられ，また都市生活の多様化で，文

化の内容も多種多様なものとなりつつあった。そ

ういった時期に書かれ，r行動文化』の最盛期に

出版された名所案内記の集大成が『江戸名所図

絵』なのである。

　『江戸名所図絵』は全部で七巻に分かれており

そこに約1，200か所の名所が記述されている。名

所の範囲は南関東全域に渡っている。これをもう

少し詳しく分析（東京の20万分の1の地図を2㎞

毎の格子に分け，各格子に含まれる名所の数で分

析）すると，当時の江戸市街地の範囲に一致する

事が判明した。そしてこの地域は，江戸城を中心

とすると，南及び東側が，西側に比べて広い。特

に名所が集中する部分は，隅田川の流域から東海

道に沿って品川付近まで，やはり東側である。江

戸町人の居住地域は主に城の東側であったため，

アクセスしゃすい東側と南側の水辺に名所が集中

したと言えよう。これらをまとめたのが第4図で

ある。

　名所の集中する核となる部分は，r江戸名所記』

の範囲とほぼ同じで，江戸の前期も後期も殆ど変

化していない。江戸の範囲を超える名所の外部へ

の広がり方には方向性が見られる。南は品川から

東海道に沿った海岸線に，名所が集まっている。

この付近は，高台と海岸が接近しており，非常に

景色がきれいであったらしい。しかし，やはり，

これらの場所は，東海道という幹線道路に沿って

いたため，名所として選定されたといって良いだ

ろう。西へは，名所は多摩川に沿って並んでいる。

北西には，荒川に沿って川越に向かって伸びてい

る。東側は隅田川から荒川に出て，そこから川に

沿って名所が並んでいる。こうしてみると名所は

幹線道路・川に沿って広がっている事が分かる。

　このr江戸名所図絵』が出された頃は，すでに

名所が訪れるものとなって久しかった。そのため

アクセスしゃすい，交通の便のよい方向へ名所が

広がっていったのである。r江戸名所図絵』は，名

所が既に定着し江戸が完全に熟した時期に出版さ

れた。そのため，名所案内としてよりも寧ろ余所

の人に対して江戸を紹介するために利用されたと

言えよう。他国の人に江戸の繁盛の様子がどれ程

のものであるかを見せつけるには，より多くの場

所・多くの範囲が網羅される必要があった。その

ため，主要な街道や川沿いの名所が付け加えられ

たのであろう。

　次に各巻の名所の傾向を見てみたい。各巻名所

の個数は，第一巻　157か所・第二巻　194か所・
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第4図　r江戸名所図絵』における名所の機能別分布

I
H
皿
W
V

俗的な名所（市・店など）

日常的に参詣する寺社

景観の美しい場所（破線の外側に散在）

★《霊験あらたかな》寺社

隅田川～江戸湾の水辺の軸

第三巻　273か所・第四巻　188か所・第五巻　79

か所・第六巻　105か所・第七巻　168か所である。

各巻の名所は江戸城を中心として，放射状に位置

している。

　第一巻は，江戸城の回りから品川までである。

他の巻に比べると，神社・仏閣の数が少ない。特

に江戸の中心部にはほとんど存在しない。その代

わり旧地・旧跡が他に比べると多い。これは以前

この地域にあった寺社が，他へ移った事を示して

いる。この地域は江戸の市街地であるため，十軒

店の雛市・日本橋魚市・三井呉服店のような市や

店など，町の賑いを示すものが多い。また，水辺

の名所も大変多い。これは，隅田川の南側から江

戸湾の品川付近までが範囲に含まれているからで
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ある。第二巻は品川から横須賀まで，第三巻は江

戸城の北側から西へ向かい武蔵国分寺まで，第四

巻は飯田橋から北西へ向って狭山一大宮一浦和ま

でと，かなり郊外までを範囲に含むため，景観美

を売り物とした名所が多い。このうち第二巻は，

海岸線に沿っているため水辺の名所も多い。第五

巻は上野，第六巻は浅草を中心とした地域である

ため，寺社の数が圧倒的に多い。第七巻は隅田川

の東岸から行徳にわたっており，水辺に沿って名

所が点在しているので，やはり水辺関係の名所が

多くなっている。名所と地形は関わりが深いと

いって良いだろう。

　『江戸名所図絵』に記述されている名所のうち

神社仏閣が多数を占めているのは明確であるが，

神社仏閣がほとんどであったr江戸名所記』に比

べると，それ以外のものも多数取り入れられてい

る。特に橋や川といった水辺や，山・坂といった

自然環境のよい場所が多い。このうち水辺は隅田

川沿岸や江戸湾岸など比較的江戸市街の近くに多

いが，山辺関係の名所は，待乳山（r江戸名所記』

では真土山と記述）や愛宕山と言った平地の中の

小高い場所を除けば，市街からはかなり離れた場

所にある。

　また，内容を細かく分析してみると，名所の役

割は，江戸市街地からの距離によって異なってい

た事が分かる。江戸城付近には，俗的なものが多

い。これらは町の賑やかさを示したものである。

寺社の賑いを示したものが数か所あるが，これら

のほとんどが「御旅所」といって，祭礼の時のみ

山王の本社から御幸されるもので，日常設けられ

ている場所ではない。よく人が集まる寺社は，江

戸城郭外に集中するが，多くが江戸市街の内に存

在する。

　寺社の中でも，自然環境の良さを売り物にして

いるものは，寺社に行く事のみを目的としている

ものよりも外側に存在している。王子権現や，堀

の内妙法寺など，江戸市街地からかなり離れた寺

社でありながら人が集まるものは，ほとんどのも

のに，《霊験あらたか》・《遠いのにも厭わず》と

いった記述が見られる。隅田川から江戸湾の沿岸

にかけては，水辺の名所が存在する。「山から見

下ろす」名所は，江戸の町人街内部に存在する小

高い所，あるいは，都からかなり離れた山に多

く，江戸市内西側の武蔵野台地と，その侵食谷の

間の坂には，名所として取り上げられている場所

が思った程ない事が分かった。江戸城の西側は，

武家地であったため，江戸市民にとっては馴染み

が薄かったのであろう。

　江戸の人々は，普段は，賑やかな町中で過ごし

また周りの寺社にお参りに行く。四季折々を感じ

たい時には少し離れた場所へ出かけ，特別な願い

事がある時には一日かけて遠くの御利益がある事

で有名な寺社へ出かけていく。そういった過ごし

方であったといえる。斎藤月雰の日記には，この

ような当時の行楽の様子が書かれている。（西山

（1975））

　以上のように，寺社を含め名所の立地には地形

・自然環境が大きく関わり，江戸城からの距離に

よって役割が異なっていた。

4．名所としての「隅田川」

1）　江戸前期における「隅田川」

　江戸に幕府が置かれるより相当以前から，隅田

川は，江戸の名所として名が知られていた。最初

に有名になったのは，r伊勢物語』において，在原

業平が，東に下ったときに詠んだ都鳥の歌によっ

てである。

　《名にし負はば　いざこと問はん　都鳥

　　　　　我思ふ人は　ありゃなしやと》

　その後も，隅田川を詠んだ歌は多々あるが，す

べて，この都鳥の歌の一部を引用したものである。

このことからも，当時の名所というのは，心に思

い，和歌にするものであって，実際に訪れる所で

はなかったことが分かる。特に，その頃の隅田川

の周辺は，単なる葦原に過ぎず，美しい景色の名

所とは必ずしも言い難かった。隅田川という言葉

を口にする時，それは「都を遠く離れて，友人を

思う」という意味を持っているのであって，そう

いう気持ちになったとき，たとえそこが隅田川で

なくても，隅田川を詠んだのである。

　次に有名になったのは梅若丸伝説によってで

あった。これは，室町時代に成立した伝説で後に

謡曲「隅田川」となって上演された。隅田川のほ

とりに梅若塚があり，ここは訪れる者も多かった

という。

　江戸時代の初期において，江戸の名所といえば

この隅田川と梅若塚であった。しかし幕府の立場

一65一



ゆ　　　つ　　　　　　　　　　　コ　ロ　サコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロののロ　　　　　　　　　　　　　　　　へ

蓋運琴；＝「、譜撫一一一一＝三：≡≡≡≡垂茎謹
一，一 ﾚ駐灘灘書海．　・ミ

r墨運撃　’1鰯

難鍵惣一讐’，

　　一　乙’　一・’一一N　　一．譲こ・》一ζ　　＿；＿一＿一．＿＿ぜ
．．　焦iゼゼ　　　一　・覆・’く、　　　’蚕ミー　ミ・

鼻
難

嫁
苓
、
・
妻
…
レ
．
「

昌詔響＝＝踵■■■職　　　　　　　　弓

謡
　
拷

．
影

　
一

［1］駒形堂

　　　　　㌻欝

．i．’・’ @・1…；‘　・無　　　’　　　　　　　・）●
　’　・、・

　　　［2］三俣
第5図　　r江戸名所記』における隅田川

　　　一66一



お茶の水地理　第34号　1993年

から言えば，隅田川は江戸城防衛のために必要な

堀に過ぎなかったのである。そのため，隅田川に

は，遥か上流の千住大橋以外に橋は建設されな

かった。従って江戸のごく初期の隅田川といえ

ば，和歌の枕詞としての名所と，江戸の境という

二つの意味を持っていたのである。しかし，江戸

の経済的な発展に伴い，舟運の便としての隅田川

の役割が重要になっていった。

　江戸の町地も隅田川の西岸まで行き着き，この

ままではこれ以上の発展は望めない。五十年以上

も平和が続き，隅田川に堀としての役割も薄れて

きた。そのような時期に『明暦の大火』が起こ

り，江戸の開発について改めて考えさせる事と

なった。そして両国橋が架かり，江東の開発も始

まった。ここで，隅田川が江戸市街の内部に取り

込まれる事と’なる。

　丁度そのような時期に刊行されたのが，r江戸

名所記』であった。第2図を見れば，隅田川沿岸

に名所が集中している事がよく分かる。隅田川沿

岸に名所が多いのは，近世初期の江戸の開発が隅

田川の向かって，あるいは隅田川に沿って行なわ

れていたからであると言えよう。ただ，当時明暦

の大火から復興して間もなく江東の開発が始まっ

たとはいえ，まだそれほど進んでいない状況で

あった。それにもかかわらず，東岸に名所が割合

多く存在する。なぜ隅田川のしかも開発途上の東

岸に名所が集中しているのだろうか。江戸には，

他国に誇れる様な名所が少なかった。従って少し

でも名所を多くする必要があった。そういった場

合，有名な名所の近くをも名所に取り込んでしま

うのが，一番簡単な方法である。特に有名であっ

た梅若塚は，隅田川の東岸に存在した。梅若塚の

周りの寺社を名所に取り込み，人々が梅若塚を訪

れた際に，共に廻ってもらおうという狙いがあっ

たといえよう。

　r江戸名所記』から隅田川に関連する記述を取

り上げてみよう。まずく角田川〉の項目では，r伊

勢物語』を始め，和歌が何首か添えられている。

そしてこの項目に，梅若丸の墓の記述が載せられ

ている。またこの項目の挿絵は梅若丸の墓であ

り，隅田川ではない。隅田川といえば，都鳥や，

梅若丸が連想されたのである。

　当時の隅田川に関しての記述は，他の項目にも

書かれている。絵付きで書かれているのはく駒形

堂〉とく三俣〉の2項目である（第5図）。〈駒形

堂〉には「浅草川（隅田川のこと）の船着き場が

あり，吉原へ行く者も，やはりここを船着き場と

決めている」との記述がある。ここに見る隅田川

は，名所というよりは，通路といった感覚である。

挿絵に描かれている人達も急いで船から降りて，

目的地に向かおう，という感じが見受けられる。

ただし，お堂のそばにござを敷いて，酒盛りをし

ている一行が見られる。そこに隅田川の名所とし

ての一面が感じられる。

　次に〈三俣〉であるが，三俣というのは，浅草

川・新堀・霊岩島，この三方で水が分かれている

ところ（今の新大橋の下流に当たる）である。「北

には浅草寺・深川新田・東叡山が目の当たりに見

える。西方には江戸城，愛宕山が見える。真に絶

景のところである。」といったことが書かれてい

る。しかしここは川の上であるので，こういつた

景色を眺めるのには，船が必要になる。〈三俣〉に

は続けて，船遊びの様子も書かれている。

　見晴らしのよい事で「真土山」か挙げられてい

る。特に，《山の上に登りぬれば，東の方に浅草川

・牛島新田みゆ》と面前に広がる隅田川と，さら

に広がる新田地帯の景色の素晴らしさが記述され

ている。『江戸名所記』に書かれた隅田川は以上

であり，江戸初期の隅田川は，古くからの名所・

船の航路・小高い丘から見られる風景，そして裕

福な人々にとっては，船遊び・月の名所であった

といえる。

2）　江戸後期における「隅田川」

　江東の開発が進むにつれ，隅田川の東岸が市街

地化し，隅田川は一般庶民に親しまれる名所に

なっていった。建物が建ち並んだ市街地において

は眺望が開け，見通しが利く場所は，川に面した

所以外には存在しなかったのである。幕府側が，

名所の整備に乗り出すようになると，墨堤には桜

の木が植えられた。また同時期に両国では花火が

始まった。そして日の出・納涼・月見・雪見など

四季折々の様々な名所として人々に受け入れられ

るようになった。隅田川は完全に江戸市内に取り

込まれたといえよう。樋口（1981）によれば，「江

戸の市街地が新田地帯にまで拡大していくに連

れ，眺望の開ける新田地帯内の河川が，建物で埋

まった欝陶しい市街地景観の代償として新たに評

価され始めたといえる。平地や新田地帯の中流・
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下流河川の景観は，現実に存在していたにもかか

わらず，それが上流河川ほど水の流れに豊かな表

情はないにしても，悠揚たる静かな川面に川辺の

景観を鏡のように映しだし，広い眺望と相まっ

て，日の出，納涼，月見，雪見の名所として評価

されていくためにはこのような歴史的経緯が必要

だった。都市が平地に拡大していく事により，広

い眺望を約束してくれる山の辺に変わる代償景観

として，平地の河川景観が評価されていった」と

いうことである。江東地区への市街地の広がりに

よって隅田川は再評価され，新しい役割を担って

いったのである。

　『江戸名所図絵』を基に，隅田川に架けられた

五つの橋を中心に江戸後期の隅田川について考察

すると，まず一番下流に架された永代橋は，筑波

山から二七までが見渡せる眺望の開けた場所で

あった。また新大橋の下流の三俣は，月の名所と

して有名で船を浮かべて遊んだという。橋の御蔭

でだれでも川の中央の地点まで行くことが出来る

ようになったため，人々は岸からだけでなく，橋

の上からも，景色を眺めることが出来るように

なった。挿絵には，永代橋から三俣・新大橋まで

が一つの絵に描かれている（第6図の［1］）。岸

には小屋が立ち並び，中から人々は川の方を眺め

ている。川には一艘の豪華な屋形船と，小さな猪

牙船，漁船が浮かぶ。西方には富士の姿が煮え，

新大橋を渡る人々の中には，日傘をさし景色に眺

め入っている者がある。下流から永代橋・新大橋

までの辺りは，眺望の開けた，眺めの素晴らしい

場所として認識されていたのである。

　両国橋は人々の集まる広場的な役割を果たして

いた。明暦の大火の教訓から，両国橋のたもとに

は火除地が設けられ，そこにはいつしか様々な店

小屋が立ち並ぶようになった。夏の間には，盛大

に花火が行われ，たくさんの人が集まった。挿絵

には，花火の日の様子が描かれている（第6図の

［2］）。橋の上も，橋詰の広場も人で盗れ返って

いる。このように両国橋の付近は，広場的な役割

が強かったのである。

　永代橋から両国橋の間にある，隅田川の沿岸の

寺社で，隅田川及び自然の美しさを売り物として

いる名所は見られない。また橋以外に隅田川が描

かれている挿絵も存在しない。沿岸の寺社に，隅

田川が反映されるのは，吾妻橋より上流である。

吾妻橋から上流の挿絵には，隅田川西岸・隅田川

東岸といった但し書が付いている。下流には見ら

れなかったものである。従ってこの辺りの名所に

は，手前に隅田川が描かれている挿絵が多くみら

れる。花見・雪見・紅葉などの，自然の名所はす

べてこの辺りにあったのである。当時隅田川に出

掛けるといえば，この辺りへ出掛けていく事を意

味していたのである。吾妻橋の挿絵は背景に山

（ここでは筑波山），橋の挟には店小屋があり，新

大橋の挿絵と似ていなくもないが，やはり周りの

風景には緑が多くなっている（第6図の［3］）。

ここまで来ないと自然は楽しめなかったわけであ

る。しかし，自然の他の名所と異なり，隅田川沿

岸の名所は，船が利用出来るため，感覚的には身

〈
三
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船
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永
代
橋

新
大
橋

両
国
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蔵
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第7図　隅田川の名所の模式図
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近な名所であったと思われる。千住大橋まで来る

と，周りは田園風景となり名所というよりは駅舎

としての要素が強い（第6図の［4］）。

　以上を模式的に図にまとめたのが，第7図であ

る。江戸後期の隅田川の名所としての機能，その

役割は，場所によって異なっていた。そしてその

機能の違いを知る上で，橋が大きな意味を持って

いたのである。「橋」は隅田川のシンボル的なも

のであり，それゆえ「橋」自体も，名所としての

機能を果たしたのだといえよう。

5．おわりに

　近代から現代までの流れは，正に江戸三百年間

にわたって付与されてきた様々な機能が剥奪され

ていった歴史といえるかもしれない。明治に入っ

てまず寺社地が減らされた。産業革命と共に隅田

川沿岸には工場や大倉庫が建ち並び，水の汚染も

進んで，水辺は大正期には既に遊楽空間としての

魅力を失った。東京は「水の都」から「陸の都」

へと転換していき，隅田川は排水路としての機能

を果たすのみとなり，高い堤防が張り巡らされた。

また，建物も高層化が進み，野外においてはどこ

へ行っても広い眺望は得られない。一方，住民の

方でも，車や電車・飛行機に至る交通機関の発達

により，行楽に出かける範囲が拡大した。身近な

水辺は，人々の心の中から忘れられていったので

ある。

　最近になって，こういつた傾向を見直す動きが

出始めている。環境悪化の人々に与える影響が大

きくなって初めて，人々は身近な環境に目を配る

ようになったのである。これを受けて隅田川を初

めとする水辺の再開発が，盛んに行なわれるよう

になった。現在隅田川の岸の一部は，幅の広い緩

傾斜型の堤防に変えられ，水に親しめる空間作り

がなされている。歩行者専用の桜橋も架けられた。

これからまた新しい機能が付加されていく事であ

ろう。
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